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IINFORMATION

休 館 日
月曜日（ただし9月19日を除く）
※災害などにより臨時休館となる場合があります。

開催時間
10：00～18：00（入場は17：30まで）

観 覧 料
「大阪中之島美術館開館記念展　みんなのまち　大阪の肖像」　
第2期　一般：1200 円　高大生：800円
※小中生は無料。※	障がい者手帳などをお持ちの方（介護者１名を含む）

は各料金の半額です。

アクセス
●	京阪中之島線	「渡辺橋駅」（2番出口）より約5分	
●	Osaka	Metro四つ橋線	「肥後橋駅」（4番出口）より約10分	
●	JR「福島駅」「新福島駅」（2番出口）より約10分	
●	阪神「福島駅」（3番出口）より約10分
●	シティバス「田蓑橋」より約2分

問 合 せ
大阪市総合コールセンター（なにわコール）	06-4301-7285
受付時間	8：00	～	21：00（年中無休）

〒530-0005
大阪市北区中之島4-3-1

TEL：06-6479-0550

https://nakka-art.jp

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を実施しています。
最新情報をホームページでご確認ください。

大阪城
天守閣

　不器用な武闘派というイメージが強い加藤清正ですが、彼は領国
肥後（熊本）の経営に熱心にとりくみ、海外貿易にも乗りだしていま
した。この書状は文禄５（1596）年、清正が大坂から熊本の家臣に
送ったものです。来春に貿易船をルソン（フィリピン）へ送る予定であ
ることを伝え、小麦をその貿易船に積む分と、貿易商人の原田喜右
衛門に貸しつける分だけを残して売り払い、得た代金で南蛮船から鉛

（銃弾の原材料）を購入するようにと指示しています。 小麦は当時、
日本からルソンへの重要な輸出品でした。ルソンを支配していたス
ペイン人が、日本の小麦でパンを焼いていたのです。

大阪城天守閣 研究副主幹　跡部 信

※ 今回紹介した資料は、天守閣４階にて10月6日（木）まで公開しています。
最新情報はホームページにてご確認ください。

大阪歴史博物館 大阪市立自然史博物館大阪城天守閣 大阪市立美術館 大阪市立東洋陶磁美術館
大阪市文化財協会 天王寺動物園大阪市立科学館 大阪中之島美術館 大阪くらしの今昔館

住所 〒540-0002 大阪市中央区大阪城1番1号 TEL 06-6941-3044  FAX 06-6941-2197　ホームページ https://www.osakacastle.net/
アクセス Osaka Metro「谷町四丁目」1-B・9号出口、「森ノ宮」3-B・1号出口、「大阪ビジネスパーク」1号出口、 「天満橋」3号出口

本展覧会の大きな見どころの一
つは、積水ハウス株式会社の全
面的な協力と多数のメーカー各
社の熱意により、会場の5階展
示室の中に建てられた、1970年
代の実物大工業化住宅「みんな
のおうち」です。戦後、大阪は家
庭向け電化製品を国内外に広く
供給する「家電王国」となり、豊

かでモダンな暮らしを先導しました。また、今や私たちの
住まいのスタンダードとなった工業化住宅は、戦後に登場
したまったく新しい商品であり産業でした。大阪は、私た
ち一人一人の小さくも大切な暮らしを支え、そのスタイル
や価値をかたちづくってきたのです。住宅の外観や構造は
もとより、当時の内装や設備、家電製品も忠実に再現さ
れた「みんなのおうち」は、実際に中に入ることができます。
公募で決まったお名前の表札も掛かっています。ぜひ、高
度成長期の暮らしを体感してみてください。

「小麦、唐船ニ積候ほど…」

白髪一雄	《赤牌》
1970年　大阪中之島美術館蔵

（万国博美術展出品作）

松下電器産業株式会社
《ナショナルテレビ 嵯峨（TC-96G）》
1965年　パナソニックミュージアム蔵
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